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言合?

叢
第
五
十
=
一
倉

第

五

銃

(
咽
嘩
踊
一
母
国
持
七
時
日

昭
和
十
六
年
拾
歪
丹
後
行

論

叢

特
殊
銀
行
及
普
通
銀
行
の

金
融
統
制

島

日
t=J 

太

良日

金
融
統
制
の
準
則
と
そ
の
方
式

金
融
の
統
制
と
い
ふ
と
と
は
、
一
吉
田
ふ
ま
で
も
な
〈

資
金
の
統
制
の
と
と
で
あ
る
。

金
融
機
闘
や
金
融
取
引
を
統
制
す
る
こ
と

は
、
と
の
目
的
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
金
融
統
制
は
、
資
金
を
し
て
国
家
D
要
請
に
削
ふ
併
の
十
分
な
る
活
動
を
な

さ
し
む
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
日
の
我
闘
に
於
て
は
、
戦
時
資
金
を
し
て
、
そ
白
性
格
に
遁
ナ
る
所
。
機
能
を
、
出
来
得
る
限
り
丹
波

部
せ
し
む
る
に
あ
る
。
金
融
機
関
を
指
導
し
、
金
融
取
引

E
調
節
す
る
は
、
己
白
目
的
を
達
す
る
た
め
D
底
置
た
る
に
外
な
ら
ぬ
。

金
融
機
関
酬
や
金
融
取
引
の
荷
動
を
制
限
す
る
と
と
が
、
資
金
の
鴎
鵬
倒
的
活
動
を
少
し
で
も
阻
害
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
金
融
統
制

の
民
目
的
を
夫
ふ
も
の
と
一
吉
は
左
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。

我
が
闘
の
金
融
統
制
は
、
既
に
、
臨
時
資
金
調
整
法
と
銀
行
等
資
金
運
用
令
と
に
よ
っ
て
、
基
本
的
な
る
準
則
が
興
へ
ら
れ
て

特
殊
銀
行
及
普
通
銀
行
白
金
融
輯
制

第
五
十
三
巻

四
l¥. 

静
五
競



特
殊
銀
行
及
普
遁
銀
行
白
金
融
統
制

甜

F
R
十
三
巻

凹
久、

第
五
貌

居
る
。
金
融
統
制
の
機
構
と
し
て
、
各
種
の
金
融
機
関
が
統
制
国
酬
置
を
構
成
し
た
る
場
合
に
あ
り
て
も
、
そ
の
閤
幽
胞
に
於
て
行
ム
所

の
統
制
は
、
己
の
準
別
に
よ
る
所
D
閣
家
統
制
に
協
力
す
る
に
外
友
ら
ね
白
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
於
て
、
と
れ
ら
の
閲
惜
の
統

制
は
自
治
的
統
制
な
る
阜
の
で
あ
る
。

臨
時
資
金
調
整
法
及
び
銀
行
等
資
金
運
用
令
に
於
て
は
、

そ
れ
以
上
の
金
額
の
貸
出
に
つ
い
て
は
、

E
れ
ら
白
法
令
に
よ
る
許
可
白
下
に
、
岡
防
産
業
に
必
要
注
る
も
の
は
、
十
分
に
と
れ
を

一
定
金
線
以
内
の
貸
出
は
、
己
れ
を
金
融
機
関
の
自
由
裁
量
に
委
品
、

融
通
す
る
こ
と
を
得
し
む
る
や
う
に
仕
向
け
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
、
園
防
産
業
の
必
要
を
害
せ
ざ
る
程
度
に
於
て
、
こ
れ
を
融
通
せ

し
む
る
こ
と
に
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、

E
の
統
制
。
方
針
の
下
に
於
て
、
資
金
は
、
金
融
機
関
に
於
て
、

E
れ
を
運
刑
す

る
立
場
よ
り
言
へ
ば
、

自
由
運
用
資
金
と
、
積
極
的
統
制
資
金
と
、

消
極
的
統
制
資
金
と
に
分
た
れ
て
居
る
と
見
る
乙
と
が
出
来

る
。
そ
し
て
こ

D
統
制
白
方
針
よ
り
言
へ
ば
、
資
金
の
情
況
に
於
て
、
悶
防
産
業
資
金
D
供
給
が
、
窮
屈
と
た
る
に
於
て
は
、
消
極

的
統
制
資
金
白
川
供
給
を
際
縮
し
、
そ
れ
に
で
も
品
川
ほ
、
そ
の
逼
誼
が
綾
和
せ
ら
れ
註
い
左
ら
ば
、
自
由
運
用
資
金
の
限
度
宇
一
階
納
す

る
己
と
に
よ
り
、
積
極
的
統
制
資
金
を
捻
出
せ
ん
と
す
る
仕
組
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
金
融
機
闘
の
統
制
圏
憾
に
於
け
る
統
制
の
方
式
と
し
て
は
、
先
づ
各
個
白
金
融
機
関
を
し
て
、
各
々
そ
白
取
引
先

よ
り
の
積
極
的
統
制
資
金
の
需
要
は
、
そ
の
自
由
裁
量
に
上
り
て
、
法
令
に
よ
る
許
可
白
下
に
、

E
れ
に
封
す
る
融
通
を
な
さ
し
め

る
り
で
あ
り
、
消
極
的
統
制
資
金
と
、
自
由
運
用
資
金
と
は
、
金
融
白
各
種
分
野
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
構
成
し
た
る
統
制
園
植
に
於
て
、

己
れ
が
調
節
E
在
さ
し
む
る
己
と
L
ず
る
の
で
あ
る
。

す
友
は
ち
、
各
個
の
金
融
機
闘
は
、
手
許
資
金
に
徐
裕
出
あ
っ
て
も
、
己
れ
を
消
極
的
統
制
資
金
、
若
し
く
は
白
山
港
開
資
金
と

し
て
蓮
用
す
る
に
は
、
所
属
統
制
園
間
D
加
入
金
融
機
闘
忙
し
て
、
他
に
、
積
極
的
統
制
資
金
む
供
給
に
青
む
も
の
i
h

た
曹
場
合
に



限
り
、
法
令
の
縄
問
内
に
於
て
、
そ
白
自
由
裁
量
陀
於
て
、
と
れ
を
行
ひ
得
る
の
で
あ
る
け
れ
"
と
も
、
そ
の
供
給
に
苛
む
加
入
者
が

あ
る
ム
」
昔
は
、
そ
れ
に
針
し
て
先
づ
E
れ
を
融
通
し
左
け
れ
ば
な
ら
自
己
と
L
ず
る
白
で
あ
っ
て
、
園
韓
は
、
己
れ
が
指
導
斡
旋
に

営
る

D
で
あ
る
。
と
の
意
味
に
於
て
は
、
各
個
の
金
融
機
闘
の
も
つ
資
金
は
、
そ
の
統
制
園
艦
内
に
於
て
積
極
的
統
制
資
金
白
供
給

に
苦
む
加
入
者
の
友
会
巴
限
り
に
於
て
、
自
由
蓮
用
資
金
ま
た
は
消
極
的
統
制
資
金
た
ら
し
む
る
こ
と
を
得
る
白
で
あ
る
。

ず
る
に
つ
い
て
、

も
と
よ
り
、
こ
の
場
合
に
於
で
も
、
各
個
の
金
融
機
関
は
、
そ
の
資
金
を
自
由
運
用
資
金
ま
た
は
品
目
極
的
統
制
資
金
と
し
て
逗
用

一
々
所
属
の
統
制
闘
悼
忙
相
談
を
し
た
り
、
承
認
を
求
め
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
O
で
は
た
い
。
併
し
、
所
属
の

統
制
圏
惜
の
加
入
者
の
中
に
、
闘
防
資
金
白
供
給
を
た
す
必
要
あ
る
に
拘
は
ら
宇
、
そ
の
資
金
に
不
足
せ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、

閤
惜
D
勧
誘
と
斡
旋
と
に
よ
り
て
、
そ
白
手
許
資
金
を
、

E
れ
に
差
向
け
る
己
と
L
ず
る
D
で
あ
る
か
ら
、
結
果
に
於
て
、
自
由
選

用
資
金
も
消
極
的
統
制
費
金
も
、
上
過
の
制
限
を
受
〈
る
こ
と
a
h

在
る
の
で
あ
る
。
己
れ
が
、
各
種
金
融
統
制
閤
慌
の
自
治
的
統
制

で
あ
っ
て
、
か
〈
白
如
く
に
し
て
「
同
業
蓮
帯
一
想
的
=
共
ノ
機
能
ヲ
護
揮
シ
、
金
融
統
制
ノ
賓
施
z
協
力
」
す
る
と
と
L
な
る
の
で

あ
る
o

そ
し
て
、
そ
れ
が
た
め
に
は
、
各
加
入
の
金
融
機
関
は
、
そ
白
手
持
資
金
の
情
況
と
闘
防
資
金
の
需
-
要
と
に
つ
い
て
、
常
に

そ
の
現
欣
を
相
互
の
聞
に
明
ら
か
に
す
る
の
組
織
を
も
た
た
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。

と
れ
に
は
、

定
時
及
び
臨
時
四
通
報
と
曾
議
と
が

必
要
で
あ
る
。
己
の
通
報
と
舎
議
と
に
よ
り
、
加
入
金
融
機
関
白
中
に
於
て
、
徐
裕
資
金
を
有
ず
る
も
の
と
、
岡
防
資
金
の
需
要
に

接
し
な
が
ら
、
そ
の
供
給
に
帝
む
も
の
と
の
聞
に
、
-
資
金
の
融
通
を
た
す
り
で
あ
る
。
と
の
場
合
に
於
て
は
、
必
宇
し
も
、

て〉

の

加
入
者
が
他
の
加
入
者
よ
り
借
受
け
て
、
そ
れ
を
需
要
者
に
謝
し
て
一
手
に
供
給
す
る
の
方
法
に
よ
る
を
要
す
る
の
で
は
友
〈
、
統

制
閣
惜
の
斡
旋
白
下
に
、
徐
裕
資
金
主
有
す
る
各
加
入
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
引
受
額
を
決
定
し
て
、
直
接
に
こ
れ
を
需
要
者
に
供

給
し
て
も
よ
い
。
す
な
は
ち
、
己
の
統
制
園
憾
の
斡
旋
に
よ
り
て
供
給
資
金
D
融
通
を
た
し
、
ま
た
は
、
己
れ
を
取
纏
め
て
共
同
融

特
時
銀
行
及
普
調
銀
行
の
ん
需
融
統
制

第
五
十
豆
巻

四
八
三

策
宜
曲
師



特
珠
銀
行
及
普
詔
銀
行
白
金
融
統
制

第
五
十
三
巻

四
八
四

悼
王
説

四

資
を
す
る
勤
に
、
各
閣
惜
D
自
治
的
統
制
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

か
〈
て
、

と
れ
に
よ
り
て
、
「
同
業
連
帯
ノ
精
神
ヲ
一
居
昂
揚
セ

シ
メ
、
共
同
的
投
資
融
資
ノ
方
法
ヲ
活
用
セ
シ
ム
」
る
の
遣
を
開
〈
白
で
あ
る
。

統
制
国
緯
と
し
て
は
、
車
に
需
要
供
給
の
一
通
報
、
合
議
、
斡
旋
、
取
纏
を
な
す
に
止
ま

り
、
資
金
取
引
そ
の
も
の
は
、
右
の
如
〈
営
業
者
と
需
要
者
と
白
直
接
の
闘
係
に
於
て
行
は
し
む
る
白
ぜ
る
る
。
す
な
は
ち
、
自
治

併
し
た
が
ら
、

己
白
場
合
に
於
て
も
、

的
統
制
は
、
資
金
の
需
要
に
勤
し
迅
迩
に
こ
れ
が
供
給
を
左
さ
し
む
る
己
と
に
よ
り
、
資
金
を
し
て
そ
の
使
命
を
園
滑
蓮
急
に
呆
さ

し
む
る
道
を
聞
く
に
あ
り
て
、
取
引
そ
の
も
の
は
、
金
融
機
関
を
し
て
直
接
に
、
己
れ
を
行
は
し
む
る
の
で
あ
る
。
統
制
と
取
引
と

を
、
か
く
の
如
く
明
か
に
匝
別
す
る
と
と
に
よ
り
て
、
「
各
金
融
機
関
ノ
経
佳
ハ
、
政
府
ノ
金
融
統
制
ノ
方
向
一
一
泊
ヒ
テ
、

自
-
フ
ノ

責
任
ェ
於
テ
行
ハ
ル
」
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
統
制
組
織
は
、
各
種
令
融
機
関
の
統
制
に
週
中
る
所
白
一
般
的
攻
る
準
別
で
あ
る
。
従
っ
て
、
慢
に
、
今
日
の
全
国
金
融

普
通
銀
行
圏
、

協
議
舎
が
、
要
請
さ
る
h
所
の
、
日
本
銀
行
を
中
接
と
す
る
全
国
的
た
る
金
融
組
織
憾
で
あ
る
と
す
る
た
ら
ば
、
そ
り
構
成
員
た
る

卒
園
貯
蓄
銀
行
協
曾
、
生
命
保
険
曾
枇
、
産
業
組
合
中
央
金
庫
、
信
託
協

特
殊
銀
行
圏
、

全
園
地
方
銀
行
協
曾
、

合
、
詮
券
引
受
合
枇
協
舎
、
ピ
ル
プ
ロ

1
カ

1
協
曾
、
全
園
無
整
中
央
合
白
十
闇
胞
は
、
統
制
圏
憾
と
し
て
、
い
づ
れ
も
前
流
一
白
準

則
に
よ
る
所
の
統
制
を
行
ふ
己
と
と
ナ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
日
本
銀
行
は
、
己
れ
ら
D
各
統
制
圏
憾
の
中
援
と
し
て
、
と
れ
ら

各
国
惜
の
構
成
員
た
る
各
桐
の
A
Y
融
機
闘
に
針
し
、
ま
た
は
、
と
れ
ら
の
各
国
穏
に
針
し
、
更
に
統
制
の
職
能
主
査
寸
べ
音

t
場
に

立
つ
も
の
'
と
す
る
の
で
あ
る
。

併
し
た
が
ら
、
こ
れ
ら
白
十
圏
酬
閣
に
封
ナ
る
日
本
銀
行
白
闘
係
は
、
と
れ
を
、
統
制
閥
係
と
取
引
関
係
と
に
分
っ
て
観
察
す
る
た

ら
ば
、
普
通
銀
行
園
及
び
手
一
白
構
成
員
に
針
す
る
も
り
、
蛇
び
に
、
特
殊
銀
行
園
及
び
そ
白
構
成
員
に
劃
す
る
も
白
と
、
他
の
入
園



組
及
び
そ
り
構
成
員
に
針
す
る
も
D
と
は
、
自
ら
異
る
所
が
な
け
れ
ば
在
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
今
日
の
我
が
園
白
金
融
機
構
に
於
て
、

普
通
銀
行
及
び
特
殊
銀
行
に
劃
し
て
は
、
日
本
銀
行
が
直
接
に
統
制
関
係
及
♂
取
引
関
係
を
も
っ
己
と
が
、
溜
営
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
け
れ
ど
も
、
他
白
凡
周
惜

ι嵐
す
る
金
融
機
闘
は
、
そ
の
取
扱
ふ
令
融
取
引
の
業
態
よ
り
見
て
、
日
本
銀
行
が
と
れ
ら
と
直
接

に
取
引
関
係
を
も
っ

D
要
た
く
、
ま
た
こ
れ
ら
と
直
接
に
取
引
閥
係
を
も
っ
と
と
が
、
民
間
資
金
D
統
制
と
い
ム
己
と
に
於
て
、
格

別
の
意
味
を
も
た
た
い
か
ら
で
あ
る
。

す
た
は
ち
、
普
通
銀
行
及
び
特
殊
銀
行
は
、
手
形
+
交
換
機
構
に
於
て
、
常
に
日
本
銀
行
と
聯
絡
し
、
そ
の
遊
資
は
、
交
換
尻
と
た

り
て
、
自
動
的
に
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
と
在
る
闘
係
に
あ
る
が
た
め
、
日
本
銀
行
は
、
と
れ
ら
の
銀
行
に
封
し
て
は
、
統

制
闘
係
と
取
引
関
係
と
の
一
一
た
筋
に
於
て
直
接
に
聯
絡
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
前
掲
の
入
閣
酬
聞
に
所
属
す
る
各
種

。
金
融
機
関
は
、
手
形
交
換
機
構
に
入
っ
て
居
ら
た
い
と
共
に
、
他
方
に
於
て
そ
の
資
金
の
牧
支
開
係
K
於
て
は
、
普
通
銀
行
閣
を

構
成
す
る
所
の
大
銀
行
を
以
て
、
自
己
の
金
融
機
闘
と
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ぽ
、
貯
蓄
銀
行
忙
し
で
も
、
保
険
合
枇
に
し

て
も
、
信
託
合
枇
に
し
て
も
、
そ
の
他
前
掲
各
種
の
金
融
機
闘
は
、
い
づ
れ
も
、
そ
の
日
々
の
牧
入
資
金
の
う
ち
、
手
許
必
要
額
を

超
過
す
る
も
の
は
、
直
ち
に
取
引
閥
係
あ
る
普
通
銀
行
に
預
け
入
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
手
許
保
有
額
を
以
て
支
排
す
る
に
不
足
ナ

る
金
額
は
、
と
白
預
金
よ
り
引
出
し
て
支
排
ム
白
で
あ
る
。

詳
し
く
言
へ
ば
、
我
が
園
の
今
日
白
金
融
機
伸
併
に
於
て
は
、
生
命
保
険
合
祉
も
、
信
託
舎
祉
も
、
詮
券
曾
枇
も
、
ピ
ル
プ
ロ

l
カ

ー
も
、
無
提
合
枇
も
、
み
左
普
通
銀
行
た
る
大
銀
行
を
、
自
己
の
取
引
銀
行
と
し
て
居
り
、
現
金
を
以
て
す
る
少
額
の
収
支
は
別
と

し
て
、
多
少
金
額
白
大
た
る
も
白
は
、
と
れ
ら
白
金
融
機
闘
に
於
け
る
資
金
の
受
入
も
支
排
も
、
多
く
は
小
切
千
を
刑
ひ
て

E
れ
を

行
ふ
て
居
る
。
従
っ
て
、
そ
の
受
入
は
、

一
一
勝
、
取
引
閥
係
あ
る
普
通
銀
行
の
預
金
と
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
白
支
排
は
、
と
の
預

特
殊
銀
行
止
普
語
録
有
白
金
融
統
制

第
五
十
豆
巻

回
八
五

館
五
観

豆五



特
時
銀
行
及
普
通
銀
行
白
金
融
統
制

第
五
十
三
巻

四
八
六

僚
主
規

プ守

金
上
り
す
る
所
。
排
出
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
、
と
れ
ら
の
金
融
機
関
に
あ
り
で
は
、
そ
の
徐
裕
資
金
は
、
普
通

銀
行
に
於
け
る
預
金
白
形
に
於
て
存
在
す
る
こ
と
h
な
る
。

は
、
己
れ
ら
の
金
融
機
関
の
如
〈
に
、
一
々
普
通
銀
行
を
経
由
す
る
も
の
で
は
た
い
が
、
併
し
、
そ
D
手
許
に
於
け
る
徐
裕
資
金
は
、

地
方
銀
行
及
び
貯
蓄
銀
行
は
、

そ
の
資
金
の
受
入
と
支
排
と
に
於
て

や
は
り
取
引
閥
係
あ
る
普
通
銀
行
た
る
大
銀
行
に
預
金
と
し
て
預
け
入
れ
て
居
る
。
と
れ
ら
の
金
融
機
関
と
普
通
銀
行
圏
を
構
成
す

る
大
銀
行
固
と
の
聞
に
は
、
か
L
A

る
取
引
閥
係
の
存
在
す
る
己
と
が
、
今
日
に
於
け
る
我
が
園
の
資
金
の
流
動
機
構
で
あ
る
。
従
つ

て
、
こ
の
金
融
取
引
閥
係
白
結
果
と
し
て
、
前
掲
八
圃
樟
に
所
属
す
る
各
種
金
融
機
関
に
於
て
、
牧
納
と
支
排
と
の
差
額
と
し
て
存

在
す
る
資
金
は
、
自
然
に
、
そ
白
取
引
閥
係
あ
る
普
通
銀
行
の
預
金
と
な
る
閥
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、

E
れ
ら
の
金

融
機
関
に
し
て
、
遊
資
が
出
来
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
自
然
に
普
通
銀
行
の
資
金
の
中
に
入
り
、
普
通
銀
行
白
費
金
紋
態
が
ま
た
、

綾
浸
な
る
と
き
は
、
首
然
に
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
普
通
銀
行
の
預
ケ
金
と
在
る
閥
係
忙
あ
る
の
で
あ
る
。

か
〈
て
、
各
金
融
統
制
圏
慌
に
於
け
る
統
制
が
、
い
づ
れ
も
、
前
遁
の
如
く
に
行
は
る
i
h

限
り
は
、
民
間
資
金
は
、
モ
の
自
然
D

遊
資
は
勿
論
の
こ
と
、
消
極
的
統
制
資
金
ま
た
は
自
由
運
用
資
金
を
歴
縮
し
で
捻
出
さ
れ
た
る
遊
資
も
、
い
づ
れ
も
、
手
形
交
換
機

樽
を
粧
て
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
普
通
銀
行
D
預
ケ
金
と
な
る
闘
係
に
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
日
木
銀
行
は
、
民
間
資
金
の
統
制
を
注
す

に
つ
い
て
は
、
そ
の
手
許
に
集
る
遊
資
の
情
況
を
視
察
し
、

H
つ
普
通
銀
行
及
び
特
殊
銀
行
以
外
の
各
種
金
融
機
闘
の
普
通
銀
行
に

於
け
る
預
金
情
況
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
個
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
白
構
成
す
る
統
制
園
憾
に
針
し
て
、
徐
裕
b

る
も
の
よ
り
必
要
あ
る
も
り
へ
資
金
の
融
通
を
勧
誘
し
斡
旋
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
民
間
資
金
の
統
制
を
泣
す
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
る
。

l
l但
し
我
が
園
の
現
貰
に
於
て
は
、
か
1
h

る
性
質
の
預
ケ
金
は
、
闘
債
消
化
に
向
け
ら
れ
て
大
樟
消
滅
し
て
居
る
。

我
が
園
白
金
融
機
構
は
、
前
辿
の
如
き
構
造
に
た
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
銀
行
E
中
核
と
す
る
各
種
金
融
園
憾
。
組
織



慌
に
あ
り
で
は

統
制
閥
係
に
於
て
は

日
本
銀
行
は
、

い
づ
れ
の
種
類
の
金
融
機
関
の
各
個
の
も
の
と
も
、

ま
た
そ
の
間
憾
と

も
、
聯
絡
す
る
己
と
L
ず
べ
き
で
あ
る
。
併
し
、
取
引
関
係
正
於
工
は
、
地
目
遁
銀
行
及
ぴ
特
殊
銀
行
に
針
し
て
は
、
直
接
に
こ
れ
ら

と
聯
絡
す
る
を
要
ず
る
け
れ

E
も、

そ
の
他
の
も
の
に
釣
し
て
は
、

間
接
に
聯
絡
す
る
を
以
て
足
る
の
で
あ
る
。

殊

ι統
制
閥
係

は
、
各
個
の
金
融
機
闘
に
針
す
る
と
共
に
、
モ
の
構
成
閤
樟
そ
の
も
の
に
謝
し
て
も
、
直
接
に
と
れ
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
が
、
取
引

関
係
は
、
並
日
遇
銀
行
及
び
特
殊
銀
行
に
闘
し
で
も
、
モ
の
各
個
の
も
の
に
封
し
で
も
つ
を
以
て
足
り
、
普
渇
銀
行
園
及
び
特
殊
銀
行

圏
と
い
ム
岡
剛
閉
そ
白
も
白
に
は
、
取
引
関
係
主
開
始
す
る
必
要
は
註
い
の
で
あ
る
。

或
は
普
遇
銀
行
圏
ま
た
は
特
殊
銀
行
聞
に
於
て
、
ま
た
は
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
於
て
、
資
金
の
プ
ー
ル
制
を
と
る
こ
と
h
す
る

た
ら
ば
、
日
本
銀
行
は
プ
l
L
N
固
惜
に
到
し
ず
な
は
ち
プ
ー
ル
を
採
用
せ
る
統
制
商
植
に
針
し
て
、
直
接
に
取
引
関
係
を
開
く
と
と

L
在
る
け
れ

E
も
、
現
賞
に
は
そ
白
必
要
は
な
い
。
各
個
の
金
融
機
闘
の
資
金
主
取
纏
め
る
に
は
、
共
同
融
資
す
た
は
ち
シ
ン
デ
ィ

ケ
1
ト
組
織
白
下
に
、
各
個
白
金
融
機
関
が
、
事
業
合
祉
と
直
接
取
引
を
な
す
を
以
て
十
分
に
そ
の
目
的
を
建
す
る
己
と
を
得
る
の

で
あ
っ
て
、
グ
1
1
H
組
織
の
下
に
於
て
は
、
む
し
ろ
資
金
を
遊
休
欣
態
に
置
〈
機
品
目
と
期
間
と
を
多
か
ら
し
め
、
資
金
の
全
般
と
し

て
の
能
串
を
害
す
る
虞
れ
が
あ
る
か
ら
、
プ
ー
ル
制
は
む
し
ろ
避
〈
ペ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
日
本
銀
行
は
闇
値
そ

の
も
む
と
は
統
制
附
係
に
於
て
聯
絡
す
る
を
以
て
足
り
.
取
引
関
係
に
於
け
る
聯
絡
を
必
要
と
す
る
と
と
左
き
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
日
本
銀
行
D
統
制
と
い
ふ
も
の
は
、
各
金
融
機
関
を
し
て
、
前
漣
の
統
制
準
則
に
従
ひ
て
金
融
取
引
を
行
は
し
め
る
と

共
に
、
各
閉
館
内
白
構
成
良
た
る
金
融
機
関
相
互
の
問
、
並
び
に
、
各
園
般
相
互
白
聞
に
於
て
、
費
金
の
徐
裕
あ
る
も
の
よ
り
、
図

防
産
業
資
金
の
必
要
あ
っ
て
不
足
せ
る
も
の
へ
の
融
通
を
斡
旋
し
、
ま
た
は
資
金
D
閣
般
的
危
取
纏
め
を
指
導
し
、
資
金
需
要
者
の

産
業
部
門
に
よ
り
、
興
銀
、
勧
銀
、
鮮
銀
、
事
銀
等
の
特
殊
銀
行

E
中
心
と
す
る
所
の
シ

Y
デ
ィ
ケ

1
ト
式
共
同
融
資
圃
の
構
成
に
助

特
時
銀
行
及
普
通
銀
行
白
金
融
統
制

停
五
十
=
一
巻

四
八
七

管
五
腕

七



特
殊
銀
行
比
普
通
銀
行
ω
金
融
統
制

第
五
十
三
番

四
凡
八

第
五
挽

ノ又

カ
し
、
目
つ
単
に
事
務
的
ま
た
は
手
続
上
の
関
係
に
よ
り
、
融
通
が
可
能
在
る
に
拘
は
ち
ゃ
、
資
金
の
取
纏
め
が
漣
急
の
間
に
合
は

た
い
場
合
に
は
、
と
れ
杢
立
替
的
忙
官
設
金
融
機
闘
に
貸
付
け
、
そ
の
取
組
め
の
出
来
た
る
上
は
、
速
に
E
れ
を
同
牧
す
る
の
方
法

托
於
て
行
は
る
i
h

も
の
許
す
る
の
で
あ
る
。
か
〈
白
如
く
に
す
れ
ば
、
よ
く
「
一
般
金
融
機
関
系
統
、
組
合
系
統
、
共
ノ
他
各
種
ノ

系
統
ノ
金
融
機
関
相
互
間
ノ
連
繋
ヲ
緊
密
ナ
ラ
シ
メ
、
各
系
統
ノ
金
融
ガ
、
同
一
ノ
指
導
方
針
一
一
泊
ヒ
テ
調
和
シ
テ
行
ハ
レ
、
金
融

市
場
ヲ
一
間
ト
シ
テ
、
金
融
統
制
ノ
賓
ヲ
曲
事
F
ル
如
ク
措
置
ス
」
る
己
と
を
得
る
で
あ
ら
う
。

以
上
は
、
主
と
し
て
、
日
本
銀
行
が
、
民
間
金
融
の
中
械
機
関
と
し
で
、
換
言
す
れ
ば
、
資
金
白
葉
集
関
係
に
於
け
る
機
能
と
し

て
の
、
統
制
組
織
で
あ
る
。
資
金
の
放
山
川
開
聞
係
に
於
け
る
統
制
機
構
は
、
日
本
銀
行
の
護
法
機
能
に
闘
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
自

ら
別
に
E
れ
を
論
や
る
こ
と
L
す
る
。
而
し
て
、
普
通
銀
行
及
び
特
別
銀
行
以
外
D
各
程
金
融
機
関
の
来
集
開
係
に
於
け
る
統
制
に

つ
い
て
は
、
既
に
遁
ぺ
た
る
所
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
於
て
は
特
殊
銀
行
と
普
通
銀
行
と
の
統
制
に
つ
い
て
蓮
べ
る
こ
と
i
h

す
る
。

特
殊
銀
行
の
統
制

現
在
の
全
闘
金
融
協
議
舎
の
組
織
合
員
た
る
特
殊
銀
行
園
の
駒
込
は
、
そ
の
ま
L

と
れ
を
統
制
闇
関
た
ら
し
む
る
に
は
不
適
首
で

あ
る

o
E金
、
興
銀
、
勤
銀
、
藁
銀
、
鮮
銀
、
北
拓
、
朝
親
等
の
諸
銀
行
及
び
農
工
銀
行
同
胞
曾
白
合
員
銀
行
は
、
国
防
産
業
資
金

の
葉
集
機
闘
と
し
て
も
、
ま
た
そ
の
供
給
機
関
と
し
て
も
、
主
要
た
る
地
位
を
占
め
得
る
も
り
で
あ
る
。
然
る
に
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
、
岡
氏
厚
生
金
庫
、
恩
給
金
庫
及
び
庶
民
金
庫
な

E
は
、
民
間
資
金
白
葉
集
機
闘
で
は
な
〈
、
む
し
ろ
・
中
小
産
業
等
に
針
し

て
、
ま
た
は
庶
民
に
謝
し
て
、
救
済
的
資
金
白
供
給
機
関
で
あ
っ
て
、
そ
の
金
融
機
関
と
し
て
、
の
性
格
に
於
て
も
、
そ
の
金
融
界
に

占
む
る
地
位
に
於
て
も
、
前
掲
の
諸
銀
行
と
は
格
段
の
差
主
存
ず
る
も
D
で
あ
る
。
統
制
圏
櫨
と
し
て
の
活
動
を
室
も
た
ら
ば
、

A
7



目
白
特
殊
銀
行
聞
は
、
更
に
と
の
二
つ
の
閣
惜
に
分
離
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

併
し
、
己
れ
を
こ
う
の
闘
植
に
分
離
す
る
に
し
で
も
、
園
内
に
於
け
る
闘
防
理
業
へ
の
資
金
供
給
と
し
て
は
、
今
日
の
機
構
に
於

て
は
、
興
銀
が
そ
の
業
務
の
性
質
上
主
要
た
る
地
位
を
占
む
る
の
で
あ
る
。
殊
に
同
定
設
備
に
闘
す
る
長
期
資
金
の
供
給
機
闘
と
し

て
は
、
己
の
銀
行
が
本
来
己
の
使
命
を
以
て
設
立
せ
ら
れ
た
る
性
格
に
問
、
膝
し
て
、
今
日
毎
々
そ
の
重
要
性
を
加
へ
つ
h

あ
る
の
で

あ
る
。
枇
債
シ
ン
デ
ィ
ケ
l

ト
銀
行
聞
に
於
で
、
常
に
と
の
銀
行
が
幹
事
銀
行
と

L
て
、
巾
心
的
地
位
を
占
め
て
居
る
の
も
と
れ
が

鶴
で
あ
る
。

い
ま
も
し
、
興
銀
を
以
て
・
戦
時
産
業
陀
要
す
る
長
期
金
融
に
於
て
も
、
か
り
枇
債
シ
ン
デ
ィ
ケ
l
ト
聞
に
於
け
る
幹
事
銀
行
と
し

て
の
地
位
の
如
く
、
中
心
的
地
位
hz
占
め
し
む
る
と
す
れ
ば
、
動
銀
と
農
工
銀
行
と
は
、
そ
の
補
助
機
関
と
し
て
、
主
と
し
て
原
始

産
業
方
面
の
閲
褒
改
良
資
金
の
供
給
機
閥
た
ら
し
め
、
蚕
銀
、
鮮
銀
、
北
拓
、
朝
殖
の
四
銀
行
は
、
そ
れ
件
、
の
管
業
地
域
に
於
て

モ
の
資
源
開
設
産
業
の
た
め
の
資
金
供
給
機
関
と
し
て
、
興
銀
を
間
続
ず
る
所
の
機
構
に
於
て
、
金
融
組
織
慨
を
梢
成
す
ぺ
苦
で
あ

ら
う
o

こ
の
場
合
に
於
て
、
尼
金
は
、
東
亜
共
柴
閲
内
に
於
け
る
物
資
交
流
の
貿
易
金
融
を
閣
滑
な
ら
し
む
る
の
使
命
を
岡
市
す
と
共

に
、
前
記
外
地
銀
行
の
未
叫
営
業
地
域
に
於
け
る
産
業
資
金
を
供
給
す
る
所
の
機
関
と
し
て
、
己
の
特
殊
銀
行
組
織
慌
の
構
成
に
加
は

る
ペ
音
で
あ
る
。

而
も
、
こ
れ
ら
の
諸
銀
行
は
、
言
ふ
迄
も
左
く
、
資
金
の
供
給
機
闘
た
る
ぽ
か
り
で
は
な
〈
、
そ
の
吸
牧
に
つ
い
て
も
、
興
銀
を

一
初
め
、
そ
の
他
の
銀
行
債
朱
を
緩
行
す
る
の
資
格
を
有
ず
る
も
の
は
、
己
れ
に
よ
り
て
、
民
間
資
金
D
吸
牧
に
営
る
べ
き
で
あ
り
、

正
金
の
如
く
コ
ー
ル
資
金
の
吸
牧
に
つ
い
て
、
従
前
よ
り
特
殊
の
取
引
機
構
を
有
す
る
も
白
は
、
こ
の
↑
刀
法
を
以
て
す
る
所
の
民
間

資
金
の
吸
牧
に
営
る
ぺ
雪
で
あ
る
。

特
味
鋭
行
及
普
遁
銀
行
の
品
川
融
統
制

館
五
ナ
三
巻

四
八
九

第
五
雄

九



特
殊
銀
行
止
普
調
銀
行
の
金
融
統
制

第
五
十
三
巻

四
九

O

第
王
競

O 

E
れ
ら
の
資
金
の
吸
牧
及
び
供
給
に
つ
い
て
は
、
各
銀
行
は
い
づ
れ
も
、
出
来
得
る
限
り
、
従
来
の
取
引
闘
係
の
棋
に
副
っ
て
、

己
れ
を
行
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
特
殊
銀
行
固
と
し
て
は
、
取
引
機
構
の
鑓
更
を
目
的
と
す
る
白
で
は
友
〈
、
む
し
ろ
、
そ
の
相
互
の

闘
係
に
於
け
る
棋
の
連
絡
を
緊
轄
に
す
る
こ
と
に
於
て
、
自
治
的
た
る
統
制
を
施
す
べ
き
で
あ
る
。

い
ま
、
己
白
統
制
組
織
髄
を
構
成
す
る
特
殊
銀
行
に
於
け
る
資
金
の
動
向
を
見
る
に
、
外
地
に
於
け
る
も
の
は
別
と
し
て
、
そ
の

内
地
陀
於
け
る
も
の
は
、
今
日
C
手
形
交
換
機
構
の
下
に
あ
り
で
は
、
銀
行
債
務
白
護
行
に
よ
る
も
の
も
、

ヨ

1
ん
の
吸
牧
に
土
る

も
の
も
、

一
一
階
は
い
づ
れ
も
み
た
、
首
設
来
集
銀
行
白
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
と
た
る
閥
係
に
あ
る
。
併
し
、
こ
れ
は
、
日
本
銀

行
預
金
に
於
て
新
ら
た
に
そ
れ
だ
け
の
預
金
粉
加
を
来
し
た
る
も
の
で
は
た
く
、
む
し
ら
、
他
の
銀
行
の
預
金
が
振
替
へ
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
且
つ
振
替
へ
忙
よ
っ
て
、
と
の
形
に
纏
っ
た
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。

己
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
は
、
日
本
銀
行
目
立
場
よ
り
見
れ
ば
、
例
へ
ば
普
通
銀
行
が
、
そ
の
取
引
先
よ
り
預
り
た
る
預
金

の
如
〈
、
こ
れ
を
貸
出
そ
の
他
の
投
資
忙
用
ゐ
得
る
も
の
と
は
異
り
、
間
早
に
預
金
と
い
ム
形
を
と
っ
て
存
在
す
る
民
間
資
金
に
外
注

ら
た
い
-
も
の
で
あ
っ
て
、
日
木
銀
行
自
身
が
た
す
所
の
貸
出
に
周
ひ
得
る
も
白
で
は
泣
い
。
日
本
銀
行
が
た
す
所
の
貸
出
は
、
手
一
心

護
保
作
用
K
Z
っ
て
行
は
る
‘
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
受
入
れ
る
預
金
は
、
預
ケ
入
れ
銀
行
の
資
金
が
、
同
早
に
待
機
献
態
に
あ
る

に
外
た
ら
た
い
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
を
貸
出
投
資
に
向
け
る
も
の
は
、
預
け
入
れ
銀
行
そ
の
も
の
で
あ
る
。

故
に
、
特
殊
銀
行
の
預
金
と
し
て
日
本
銀
行
に
存
在
す
る
も
の
は
、
た
ピ
資
金
流
動
過
程
の
一
段
階
と
し
て
、
己
の
形
に
纏
っ
た

に
過
ぎ
一
泣
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
預
け
入
れ
銀
行
が
た
す
所
の
貸
出
投
資
の
た
め
に
、
そ
の
形
に
於
て
待
機
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
そ
の
預
け
入
れ
銀
行
に
上
っ
て
、
貸
出
投
資
せ
ら
る
れ
ば
、
他
の
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
と
在
る
か
、
ま
た
は

日
本
銀
行
去
の
議
行
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
る
な
廿
程
金
融
機
麻
聞
に
集
積
し
た
る
資
金
が
、
普
通
銀
行
を



経
由
し
て
日
本
銀
行
の
預
金
と
左
り
た
る
揚
合
に
於
て
も
同
様
で
ち
る
。

か
く
の
如
く
、
特
殊
銀
行
に
莱
集
せ
ら
れ
た
る
民
間
資
金
は
、

一
態
、
日
本
銀
行
の
預
金
と
い
ふ
形
に
於
て
存
告
す
る
己
と
与
な

る
の
で
あ
る
が
、
己
れ
は
日
本
銀
行
が
、
自
ら
貸
出
に
向
け
得
る
も
の
で
は
な
く
、
前
遁
の
如
く
預
け
入
れ
銀
行
白
貸
出
の
た
め
に

待
機
せ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
特
殊
銀
行
の
統
制
園
幽
闘
が
結
成
せ
ら
る
h

な
ら
ば
、
前
に
遁
ペ
た
る
投
資
分
野
に
於
て
、
そ
の
自

治
的
統
制
の
下
に
、
乙
の
資
金
が
投
資
せ
ら
る
t
A
D
で
あ
る
。
か
く
て
、
岡
防
産
業
資
金
の
需
要
が
、
己
の
統
制
園
植
を
構
成
せ
る

特
殊
銀
行
の
い
づ
れ
か
白
も
の
に
針
し
て
申
込
ま
れ
た
る
と
き
は
、
そ
の
銀
行
が
と
れ
に
要
す
る
資
金
を
有
す
る
な
ら
ば
、
積
極
的

統
制
資
金
と
し
て
、
法
令
に
よ
る
許
可
の
下
に
、
直
接
忙
そ
の
需
要
者
に
勤
し
て
己
れ
を
貸
出
す
べ
き
で
あ
り
、
若
し
を
O
手
許
資

金
が
、
己
れ
を
供
給
す
る
に
不
足
す
る
た
ら
ば
、
と
の
統
制
囲
関
内
に
於
け
る
銀
行
相
互
閣
O
横
目
漣
絡
に
よ
り
、
徐
裕
あ
る
も
の

よ
り
不
足
せ
る
も
の
に
融
通
を
す
る
か
、
若
し
〈
は
、
飴
裕
あ
る
も
の
を
申
込
者
に
紹
介
斡
旋
す
る
か
、
ま
た
は
統
制
国
蝿
に
通
告

し
て
・
シ
ン
ヂ
ィ
ケ

1
T
を
組
織
し
、
共
同
融
通
の
方
法
を
と
り
で
・
と
れ
が
供
給
を
泣
す
こ
と

L
T
る
か
、
い
づ
れ
か
白
方
法
に
主

り
、
棋
の
連
絡
に
於
け
る
融
通
を
関
滑
油
王
迅
蓮
在
ら
し
む
る
己
と
与
す
る
白
で
あ
る
。

併
し
友
が
ら
、
己
の
揚
合
に
於
て
も
、
日
本
興
業
銀
行
が
、
岡
防
産
業
資
金
の
来
集
と
供
給
と
に
於
て
、
主
要
の
地
位
に
立
ち
、

モ
白
中
心
機
関
と
た
る
己
と
6
A

た
る
は
、
今
円
の
我
が
金
融
市
場
に
於
け
る
資
金
白
性
格
が
前
謹
白
如
き
も
の
で
あ
る
と
と
弘
、
奥

銀
の
性
格
が
エ
議
金
融
機
闘
た
る
乙
と
よ
り
自
ら
結
果
す
る
所
で
る
る
。
と
白
と
と
は
、
車
に
、
特
殊
銀
行
圏
の
内
部
に
於
け
る
横

の
聯
絡
に
於
て
然
る
の
み
た
ら
や
、
前
遁
の
各
種
金
融
機
関
白
場
合
に
於
て
も
、
ま
た
吠
に
漣
ぷ
る
普
通
銀
行
の
揚
合
に
於
て
も
、

そ
の
各
自
の
分
野
に
於
て
、
自
治
統
制
的
に
岡
防
産
業
方
面
へ
の
投
資
を
注
し
て
、
向
ほ
徐
裕
あ
る
と
曹
は
、
そ
の
資
金
は
、
と
の

興
銀
の
手
を
挫
で
、
こ
の
方
面
へ
の
投
資
に
向
け
ら
る
ペ
昔
で
あ
っ
て
、
そ
白
揚
合
の
千
段
た
る
も
の
が
、
興
業
債
務
た
る
は
申
す

特
殊
銀
行
及
普
謡
銀
行
白
金
融
統
制

第
五
十
三
谷

回
ブL

俸
王
揖



特
珠
銀
行
止
普
通
銀
行
申
告
融
統
制

第
五
十
三
巻

四

九

第
五
披

ま
で
も
泣
い
。

特
殊
銀
行
闇
白
資
令
説
制
は
、
右
の
如
〈
、
第
一
段
に
於
て
は
、
各
銀
行
自
ら
が
臨
時
資
金
調
整
法
及
び
銀
行
等
費
金
運
用
令
の

範
閏
内
に
於
て
、
直
接
に
自
己
の
取
引
先
に
針
し
で
、
融
資
を
在
す
の
で
あ
り
、
第
一
一
段
に
於
て
は
、
己
の
園
間
内
部
に
於
て
、
そ

白
岡
防
産
業
方
面
よ
り
の
資
金
需
要
に
遁
合
す
る
震
に
、
自
治
的
に
、
棋
の
連
絡
に
よ
り
徐
裕
あ
る
銀
行
よ
り
、
受
注
銀
行
に
制
し

て
、
相
互
の
貸
借
関
係
を
以
て
、
融
通

f
る
と
と
に
よ
り
、
若
し
〈
は
、
申
込
産
業
合
枇
に
針
し
て
、
徐
裕
資
金
を
保
有
す
る
特
殊

銀
行
を
紹
介
斡
旋
す
る
ζ

と
に
よ
り
、
ま
た
は
共
同
融
資
の
た
め
の
シ
ン
デ
ィ
ケ
1
ト
を
組
織
す
る
ζ

と
に
よ
り
、
融
資
の
買
を
事
ぐ

る
白
で
あ
る
。
己
の
揚
合
に
於
て
、
各
銀
行
が
、
資
金
に
徐
裕
あ
る
や
否
や
は
、
も
と
よ
り
相
針
的
意
味
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
必
十

し
も
絶
叫
制
的
意
味
に
於
け
る
還
資
の
己
と
で
は
な
い
。
ゆ
ゑ
に
、
前
に
漣
.
へ
た
る
自
'
間
運
用
資
金
、
若
し
く
は
許
可
運
用
資
金
の
う

ち
の
園
防
産
業
以
外
の
も
の
に
用
び
得
べ
き
も
の
、
す
訟
は
ち
消
極
的
統
制
資
金
を
、
周
防
産
業
み
商
に
於
け
る
資
金
需
要
の
貧
勢

を
考
慮
し
て
照
縮
ず
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
徐
裕
資
金
が
捻
出
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
の
揚
合
に
於
て
も
、

周
防
産
業
の
た
め
の
資
金
主
特
殊
銀
行
相
互
の
聞
に
於
て
、
国
滑
漣
念
に
供
給
し
得
る
機
構
を
作
る
矯

ι、
自
治
的
統
制
を
必
要
と

ず
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
他
方
に
於
て
は
、
ま
た
、
金
融
市
揚
の
情
況
に
よ
り
、
特
殊
銀
行
が
そ
白
相
互
の
閲
係
に
於
て
、
資
金
一
世
横
の
聯
絡
に
於

て
、
直
接
に
融
通
す
る
必
要
と
機
舎
と
白
見
同
し
得
ざ
る
と
と
が
あ
る
。
然
る
と
き
に
は
、
そ
と
に
遊
資
が
生
や
る
と
と
L
た
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
絶
針
的
意
味
に
於
け
る
遊
資
た
る
と
、
相
針
的
意
味
に
於
け
る
、
ず
な
は
ち
、
捻
出
せ
ら
れ
た
る
遊
費
た
る
と
を

問
は
宇
、
己
の
遊
資
は
、
前
遁
の
如
〈
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
L
な
る
。
然
る
場
合
に
は
、
特
殊
銀
行
資

金
D
統
制
に
於
け
る
第
三
段
階
と
し
て
、
己
れ
を
興
業
債
朱
の
買
入
に
充
て
し
め
る
と
と
に
よ
り
、
興
業
銀
行
に
集
中
し
、
と
れ
を



以
て
、
岡
防
産
業
資
金
に
充
て
る
と
と
L
ず
る
り
で
あ
る
。

日
本
銀
行
と
し
て
白
、
己
の
闘
係
に
庭
す
る
統
制
は
、
ず
な
は
ち
、
と
れ
の
第
四
段
を
た
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
手
許
に
集
散

す
る
所
の
各
特
殊
銀
行
の
預
ケ
金
紋
態
を
注
硯
し
て
、
前
週
各
段
階
に
於
け
る
資
金
の
融
通
を
指
導
し
、
斡
旋
し
、
ま
た
シ
ン
デ
ィ
ケ

ー
ト
組
織
に
よ
る
供
給
資
金
の
取
纏
め
に
助
力
す
る
白
で
あ
り
、
且
つ
そ
れ
ら
の
場
合
に
、
そ
れ
の
可
能
を
認
め
在
が
ら
、

時
白

手
績
そ
の
他
の
事
務
の
都
合
に
よ
り
、
港
急
の
需
要
を
充
し
得
ざ
る
と
き
に
は
、
立
格
的
に
特
殊
銀
行
に
融
資
を
を
し
て
、
建
急
の

用
主
充
さ
し
め
、
後
、
そ
の
資
金
D
都
合
D
っ
き
た
る
と
き
に
、
己
の
立
替
を
岡
牧
す
る
と
と
に
上
り
、
資
金
の
融
通
を
闘
滑
敏
速

忙
促
進
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
D
で
あ
る
。

以
上
遁
ぺ
た
る
所
は
、
特
殊
銀
行
に
於
け
る
民
間
資
金
白
統
制
で
あ
っ
て
、
も
し
も
、
己
の
民
間
資
金
を
以
て
、
充
足
し
得
ざ
る

所
の
産
業
資
金
D
需
要
が
生
じ
た
る
揚
合
に
は
、
日
本
銀
行
が
資
金
貸
出
に
出
動
し
託
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
揚
ム
ロ
に
於
て
は
、

主
と
し
て
、
興
銀
を
通
ヒ
て
こ
れ
を
行
ム
こ
と
ミ
左
る
関
係
に
よ
り
、
ま
た
、
己

D
意
味
に
於
け
る
特
殊
銀
行
白
統
制
と
い
ふ
も
D

が
存
ず
る
詩
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
日
本
銀
行
白
致
家
作
用
を
以
て
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
後
の
一
別
白
機
舎
に
諭
や
る
己
と

a
L

す
る
。

商
工
組
合
中
央
金
庫
、
国
民
厚
生
金
庫
、
恩
給
金
庫
及
び
庶
民
金
庫
は
、
今
日
白
全
国
金
融
協
議
舎
を
構
成
す
る
所
。
特
殊
銀
行

闘
の
構
成
員
で
は
あ
る
け
れ

E
も、

こ
れ
ら
は
前
漣
の
各
特
殊
銀
行
と
は
、

金
融
上
の
地
位
に
格
段
白
差
異
あ
る
ば
か
り
で
は
な

〈
、
そ
の
金
融
上
の
使
命
も
、
む
し
ら
、
故
済
的
金
融
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
園
防
産
業
上
に
要
す
る
資
金
を
吸
牧
し
、
と
れ
を
供

給
す
る
所
の
機
闘
た
る
の
で
は
な
い
。
ゆ
ゑ
に
、
己
れ
ら
は
、
統
制
園
偲
を
構
成
す
る
場
合
に
於
て
は
、
前
惑
の
特
殊
銀
行
白
構
成

ず
る
統
制
固
憾
と
は
別
に
、

一
園
棋
を
構
成
す
る
が
至
首
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
と
れ
ら
の
諸
金
庫
に
あ
り
で
は
、
問
防
産
業
上
白

特
殊
銀
行
且
普
掴
銀
行
白
金
融
統
制

揮
五
十
一
ニ
巻

四
九
=
一

俸
主
観



特
昧
銀
行
及
普
通
銀
行
白
金
融
統
制

事

E
十
三
巻

九
四

第
宜
凱

回

資
金
主
国
滑
敏
涯
に
供
給
す
る
意
味
に
於
て
の
統
制
と
は
直
接
の
閥
係
た
き
も
の
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
諸
金
庫
は
、
各

f
セ
白
使
命

と
す
る
所
の
救
済
貸
付
を
趨

E
に
在
す
に
針
し
、
必
要
注
る
監
督
に
服
す
る
と
と
を
以
て
、
そ
の
統
制
の
意
味
は
章
者
る
も
白
と
見

る
べ
き
で
あ
ら
う
。

普

通

銀

行

の

統

制

普
通
銀
行
白
資
金
統
制
も
、
前
遁
し
た
る
統
制
の
準
則
と
方
式
と
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
併
し
た
が
ら
、
均
し
く
普
通
銀
行
と
い

つ
で
も
、
杢
関
金
融
協
議
舎
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
そ
の
普
通
銀
行
固
に
属
す
る
所
の
普
温
銀
行
は
、
全
国
有
数
の
大
銀
行
で
あ
っ
て

そ
の
業
務
費
績
は
、
我
が
悶
普
通
銀
行
の
全
図
的
綿
額
の
過
半
を
占
む
る
所
で
あ
る
。
し
か
の
み
在
ら
や
、
と
れ
ら
の
大
銀
行
は
、

概
ね
、
他
白
金
融
機
関
の
金
融
機
関
た
る
地
位
を
占
め
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
地
方
銀
行
た
Z
普
通
銀
行
の
如
昔
も
、
謂
は
ゆ
る
親

銀
行
と
し
て
、

E
れ
ら
の
大
銀
行
白
い
づ
れ
か
に
預
金
貸
出
に
於
け
る
口
座
閥
係
を
も
っ
て
居
り
、
貯
蓄
銀
行
の
如
き
も
、
少
〈
と

も
、
資
金
D
牧
支
に
闘
し
て
、
や
は
り
、
己
れ
ら
と
現
金
口
座
閥
係
を
も
っ
て
居
る
。
然
る
に
、
普
通
銀
行
閣
を
構
成
す
る
所
の
大

銀
行
は
、
そ
の
相
互
間
に
、
潟
替
そ
白
他
白
取
立
関
係
に
於
け
る
取
引
は
あ
る
に
し
て
も
、
預
金
貸
出
闘
係
の
口
慮
を
有
す
る
己
と

は
全
〈
己
れ
た
く
、
そ
の
収
支
は
、
手
形
交
換
機
構
を
経
て
、
直
接
に
日
本
銀
行
と
聯
絡
し
、
平
常
は
、
預
金
口
座
を
E

L
に
も
つ

に
止
ま
る

D
で
あ
る
。
従
っ
て
、
普
通
銀
行
閣
な
る
も
の
を
、
統
制
圏
鰐
と
た
し
た
る
場
合
に
於
で
、
と
れ
に
封
ず
る
統
制
は
、
他

白
金
融
機
関
に
謝
す
る
も
白
と
、
自
ら
多
少
趣
曹
の
異
友
る
所
が
生
じ
て
来
る
。
と

L
K
、
そ
の
詳
細
を
論
や
ぺ
音
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
紙
数
の
都
合
に
よ
り
、
と
h

に
は
そ
り
要
約
を
誌
る
す
の
み
に
し
て
詳
論
は
他
日
比
護
る
と
?
と
k

ず
る
。

普
通
銀
什
園
所
属
銀
行
D
特
異
性
と
し
て
先
づ
皐
ぐ
べ
き
も
D
は
、
と
れ
ら
の
銀
行
は
、
並
立
的
に
存
在
し
て
、
資
金
上
の
狽
立



を
保
っ
こ
止
を
以
て
、
持
侍
と
し
、
そ
の
上
陀
各
自
の
信
用
を
繋
い
で
居
る
の
で
る
る
か
ら
、
こ
れ
ら
相
互
間
に
於
て
、
預
金
貸
州

の
閥
係
を
も
う
と
と
は
出
来
た
い
事
情
に
あ
る
と
い
ふ
と
と
~
で
あ
る
。

そ
白
三
は
、
己
れ
ら
の
銀
行
に
於
て
は
、
そ
こ
に
遊
資
が
あ
る
友
ら
ば
、
そ
れ
は
手
形
交
換
機
構
を
経
て
、
自
然
に
日
本
銀
行
忙

於
け
る
預
金
と
た
る
闘
係
に
あ
る
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。
一
百
ひ
換
ふ
れ
ば
、
己
れ
ら
の
銀
行
の
資
金
は
、
如
何
怠
る
用
誌
に
向
け
ら

れ
て
居
や
ろ
と
も
、
そ
の
存
在
D
形
態
は
、
現
金
か
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
か
、
と
の
い
づ
れ
か
の
外
に
は
あ
り
得
左
い
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
普
通
銀
行
の
資
金
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
日
本
銀
行
よ
り
、
積
極
的
に
吸
牧
の
手
段
を
牽
き
や
'
と
も
、
現
金

以
外
の
も
白
は
、
自
然
、
日
本
銀
行
白
手
許
に
集
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

普
通
銀
行
に
於
け
る
金
融
情
況
と
し
て
、
特
異
た
る
も
D

L
第
三
と
し
て
皐
ぐ
べ
き
も
白
は
、
そ
の
預
金
白
大
部
分
、
若
し
く
は

そ
の
貸
出
投
資
資
金
白
犬
部
分
は
、
資
質
的
な
る
資
金
で
は
な
く
、
銀
行
業
務
ヒ
の
機
構
白
裡
に
於
て
創
作
廿
ら
れ
た
る
資
金
で
る

る
と
い
ふ
と
'
と
で
あ
る
。

普
週
銀
行
閣
に
局
す
る
銀
行
は
、
右
の
如
き
金
融
機
関
と
し
て
の
特
異
性
を
も
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
相
互
の
問
に
於
て
、

一
つ
の
銀
行
よ
り
他
D
も
の
へ
資
金
D
融
通
を
友
さ
し
め
る
と
い
ふ
統
制
も
行
ひ
得
る
も
の
で
は
た
〈
、
そ
白
寅
質
的
危
流
入
資
金

は
、
自
然
忙
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
と
在
る
闘
係
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
日
の
如
〈
、
闘
債
消
化
に
用
ひ
ら
れ
て
居

呂
以
上
、
そ
の
迩
用
費
金
を
照
縮
し
で
も
、
そ
れ
は
相
互
的
創
作
機
構
を
照
縮
す
る
だ
け
の
こ
と
で
・
皐
忙
手
形
交
換
高
の
減
少
と
た

る
に
過
ぎ
や
、
日
本
銀
行
へ
集
中
せ
し
め
得
る
や
う
な
資
金
白
総
出
と
は
友
ら
た

L
Vも
の
で
あ
る
。
普
通
銀
行
闘
を
構
成
す
る
銀
行

に
勤
し
で
は
、
前
に
述
べ
た
る
統
制
の
準
則
と
方
式
と
に
於
て
.
と
の
=
一
町
聞
の
特
例
あ
る
を
見
落
す
と
と
が
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

特
碑
銀
行
及
普
通
銀
行
白
金
融
輯
制

持
軍
十
三
巻

四
大
五

僚
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